
親子向け講座 「お父さんと自然物 を使って遊ぼう！」
８月20日（土 ）・９月10日（土）
午前10時 ～ 11時 30分

父親向け事業 「子どもと一 緒 に パパ 同士でお話しませんか？」
８月27日（土）午前10 時 ～ 11時 30 分 

男女共同参画センターでは、お父さん
が 子 育 て に も っ と 楽 しく 関 わ れ る
よ う な 講座やイベントを
実 施しています。ぜ ひ気 軽
にご参加ください 。

令和３年度実施「男女共同参画に 関する市民意識 調査」結果のご案内

「第５次芦屋市男女共同参画行動計画ウィザス・プラン」の策定にあたり、
市 民 の 皆 様 の 男 女 共 同 参 画 に 関 する意 識 や 意 見 等 を 把 握
し 、基 礎 的 な 資 料 とすることを 目 的 として 市 民 意 識 調 査 を
令 和３年８月に 実 施しました。調 査 の 結 果は右 記２次 元コー
ドから市ホームページへ

毎号男女共同参画に関するさまざまなテーマを
取り上 げ、市 内 公 共 施 設 に 配 架 して
います。７月1日 発行 の108号 では、家
事・育児分担をとりあげています。

ウィザス
芦屋市男女共同参画センター通信 № 108 号 2022・夏号

特 集 未来のために 今 見直す家事・育児分担
「ウィザス」はウィズアス＝ with us ＂共に生きる―男女共生社会＂の理念を表しています。

―　親世代からの影響　―
　子どもが誕生してから10歳になるまで専業主夫をしていまし
た。でも、結婚当初はそんな発想は全くなく、家事も育児も当然
妻がするものだと思っていました。2004年当時、まだ「イクメン」
という言葉もなく、男性の育休が話題に上ることもなかった時代
です。
　私も多くの同世代と同じように、企業勤めの父親と専業主婦の
母親の家庭で育ちました。父親が外で働き母親が家事育児をする
ことに何の疑いも持っていませんでした。2022年現在、乳幼児
を育てていらっしゃる子育て世帯の多くもまだ、性別役割分業の
強い家庭で育った方が多く、夫婦での家事育児の分担が必要なこ
とが頭ではわかっていても実感はしにくいのです。
―　夫婦をとりまく世間のギャップ　―
　これは夫側だけの問題ではありません。イクメンブームが始まっ
た2010年から12年間、各地で子育て講座や夫婦講座を実施し
ています。そこで聞くのは夫側の家事育児への意識の薄さと共に
妻側の罪悪感でした。母親なのに育児や家事を夫にやってもらっ
ていいのだろうか という心理的なブレーキです。
家事育児に積極的な夫は世間から褒められ認められます。しかし
妻がいくら家事育児に一生懸命取り組んでも評価されることはあ
りません。男女の家事育児への捉え方は社会からの圧力という潜
在的なギャップがあるのです。
　家事育児は２人でやったほうがいいという確信を夫婦の両方が
持つことが必要です。妻だけが育児をしている家庭よりも、父親
も積極的に育児に関わっている家庭の子どもの方が社会性を発達
させやすいという調査結果もあります。その理由は夫婦それぞれ子
どもへの関わり方も家事のやりかたも違うから、子どもの生活見
本の選択肢が増えるのです。家事シェアも子育て手段の一つです。
―　得意役割分担と主担副担制　―
　実際の家事の分担の仕方をまずは性別役割分担から得意役割分

担にしてはいかがでしょうか。人間には得意不得意があります。ま
ず自分が好きで得意な家事を主担当するのです。大切なのは「主」
担当であること。仮に掃除を夫の主担当としたら、妻は掃除の副
担当です。
　主担当ができないときは副担当がフォローする。そして副担当
は基本的にその家事のやり方を主担当のやり方に合わせましょう。
夫婦でやり方が違うことは衝突の原因になります。この２つを決
めておけば、家事のやり方で衝突することも少なくなるでしょう。
―　サンドイッチ話法　―

得意役割分担と主担副担制度で家事を運用したとしても、パー
トナーのやり方に対して意見を言いたくなるときはあります。そ
んな時の具体的なコミュニケーション方法が「サンドイッチ話法」
です。洗濯物はしわを伸ばして干して欲しいとか、洗い物は食器
棚まで戻して欲しいとか、掃除機は椅子やテーブルをずらしてそ
の下までかけて欲しいとか。そういう時にサンドイッチ話法を意
識しましょう。意見をお礼の言葉ではさむのです。「掃除機かけて
くれてありがとう。椅子もずらしてその下までかけてくれたらもっ
とよかったけど。でも助かった。ありがとう。」つまり、意見を「あ
りがとう」や「助かった」の感謝の言葉で挟みます。意見の前に
感謝を伝えるのは多くの方がされているかもしれません。それに
加えて最後にもう一度感謝を伝える。言われた側もはるかに気持
ちよく意見を受け取れるでしょう。
― 大切なのはご機嫌な家庭であること ―
　家事シェアで分担の内容より重要なことは納得です。お伝えし
た３つのコツを活用して、夫婦お互いが納得できる我が家だけの
家事シェア体制をつくってみられてはいかがでしょうか。家族が
ご機嫌でいられることが一番大切なのですから。

　テレビ報道カメラマンから娘の誕生
をきっかけに主夫になり、保育士資格
を取得。ＮＰＯ法人ファーザーリング・
ジャパン関西理事長、くじら保育園園
長を経て「マジックパパ」を起業。
マジックのコミュニケーション術を活
かした子育て講座や親子イベントを多
数開催。

夫婦がご機嫌でいるための家事シェア
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マジックパパ代表

和田 憲明 さん

１月に１カ月間育児休業を取得しました。妻の妊娠を報告したとき
に上司より取得を勧めてもらい、また所属部署の理解やサポートも
大きく、取得しやすい環境でした。取得前は仕事中心の生活
でしたが、刻一刻と変化する子どもと過ごした育休期間を
経て、仕事を効率よく終わらせ、家族と過ごす時間の大切さ
を今は実感しています。

田口　義人  さん
【子どもの年齢】 ０歳５カ月

JCRファーマ（株） 開発本部 主任

「育休を取得して、家族と過ごす時間の大切さを実感」

市内企業で働きながら
育児休業を取得した方へのインタビュー
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妻との家事・育児全体の負担割合は大体半々です。やってくれた
ことについてはお互いに感 謝を 伝えるようにしています。掃除
や 洗 濯は得意ですが、料理については苦手意識が強く、
ほとんど 妻に任 せきりでした。今 回のパ パ向けの 料理
講座に参加したことをきっかけに、簡単なものからチャ
レンジしていきたいと思います。

「苦手意識を克服してチャレンジしていきたい」

「 簡単料理 にチャレンジ！パパ向け料理 講座 」に参加した
お父さんへのインタビュー

坂井　直樹  さん
【子どもの年齢】 １歳 

お茶くみ・掃除は女性の仕事、男性が育児休業を取得しづらいなど、性別
役割分担意識に基づく考え方が残っていませんか。女性が充実したキャリ
アプランを築くためには、職場の支援が不可欠であり、また男性の育児
休業取得には、長時間労働解消のほか、取得しやすい雰囲気が大切です。
お互いを尊重して助け合うことで働きやすくなると同時に、家庭生活と
のより良いバランスを実現できるのではないでしょうか。

女性が職業をもつことについて

「育児や介護の両立支援制度不足」64.9％
「長時間労働や、勤務時間に柔軟性がないこと」56.0％
「上司や同僚の理解不足」「男性の家事・育児等参加への理解、意識改革」   各52.2％

女性が離職をしないで職場で活躍するための課題（ 複数回答可としています)

性 別 に 関 わりなく 個々が
能力 を発揮できる職場

男性の心と身体にマイナス
な影響を与える 長時間労働
の 解消

多様なアイデアが生まれ
職場の業績もアップ

・女性の家事等の 負担軽減
・男性の 多様で充実した

 生き方の 実現

【 職場における男女共同参画 の視点をもつことのメリット】

職場における男女共同参画

【男女共同参画に関する市民意識調査  抜粋】

  【 家庭における男女共同参画 の視点をもつことのメリット】

女性に偏りがちな 家事・
育児・介護の負担を改善

「男性は一家の 大黒柱 」、
「仕事一筋」などのイメージ

 の 解消

女性の社会における活躍
の場 が増える

男性の 生きづらさの 解消

積極的に家事・育児・介護に関わる男性も増えてきていますが、いまだ
に「女性がすべきもの」という固定的な役割分担意識が根強く、女性に
負担が偏りがちです。「男性は外で働き、女性は家庭を守るべき」とい
う固定概念や思い込みを変えて、家事など生活に欠かせない仕事を、男
女がともに協力し合うことができれば、みんながいきいきと毎日を過
ごせるようになるのではないでしょうか。

「夫が外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について

「長時間労働などを原因とした関わる時間の少なさ」   51.6 ％
「男性自身の抵抗感」   45.2 ％
「男性が関わることに対する当事者以外の偏見、理解や配慮の無さ」   39.6％

男性が積極的に家事や子育てを行うための課題（複数回答可としています)

その他
15.7 %

どちらかと言えば賛成
29.1%

どちらかと言えば
反 対

26.4 %

反対
24.3 %

賛成
4.5 %

家庭における男女共同参画

【男女共同参画に関する市民意識調査  抜粋】

結婚・出産・子育てにかかわらず
職業をもち続けるのがよい

49.1%

子どもができたら辞めて
大きくなったら再び
職業をもつのがよい 

28.6%

その他
22.3 %

「男女共同参画（ジェンダー平等）」とは、性別に関わりなく自分の個性や
能力を発揮して責任を分かち合えることです。生活のあらゆる場面で

「男女共同参画」の視点をもつことが、私たちの暮らしにどのような影響
を与えるのでしょうか。市民意識調査の結果や、家庭・職場で「男女共
同参画」の視点で行動するかたへのインタビューから見ていきましょう。

問い合わせ　人権・男女共生課　☎38-2023 


